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１ 家庭用品品質表示法に基づく「繊維製品品質表示規程」との整合性を図り、繊維製品品質表示

規程第７条に規定する生糸以外の繊維の生糸全体に対する混用率が５パーセント以下のものは、

規程第３条柱書きの「絹製品」と解するものとする。逆に、５パーセントを超えるものは、「絹製

品」ではなく、純国産絹マークの表示の対象とはならない（純国産絹マーク特例管理規程の対象

となる製品を除く。）。なお、繊維以外の素材の使用は、絹製品と認められる範囲内において認め

られるものとする。

２ 絹製品の一部に国産生糸以外の生糸を使用する場合には、その使用割合の如何を問わず、当該

生糸部分が規程第３条１項１号の「国産の繭から繰糸した生糸」には該当しないため、純国産絹

マークの表示対象とはならない。

３ 絹製品の一部又は全部の野蚕糸を使用する場合であっても、原料とする野蚕が国産であれば、

純国産絹マークの表示の対象となる。

４ 規程第３条１項１号の白生地には、きものの表地になる白生地の他にきものの裏地（胴裏、八

掛、比翼地）、長襦袢地を含むものとする。

また、和装小物には、帯締、羽織紐、半衿、袱紗、風呂敷、褌等を含むものとする。

５ 規程第３条１項２号の「服飾品」には、人が身に付けるストッキング、靴下、スカーフ、ショ

ール、マフラー、サポーター、下着及び帽子等が含まれるものとする。

６ 規程第３条１項３号の「寝具寝装品」には、ふとん、ふとんカバー、敷布、タオルケット、毛

布、はんてん、枕カバー（１００グラム以上）及び寝衣並びに寝具寝装品用等として消費者に販

売される真綿が含まれるものとする。

７ 生産履歴に蚕品種を明記する場合で複数の蚕品種の生糸を使用しているときは、使用した蚕品

種名をすべて列記することとし、それぞれの蚕品種から繰糸した生糸の使用割合を当該蚕品種名

の後に括弧書きで明示するものとする。

また、蚕品種ごとに繭生産者及び製糸業者名が異なる場合は、当該蚕品種ごとに列記するもの

とする。


